
子どもの貧困をなくそうと言うテーマで各地域で支

援活動を行っている方々が一同に集った。

宇都宮東部地区(清原)にて「こどもの居場所」を9月

3日に開設。さらに「SUNSUNプロジェクト清原円卓

会議」を準備中。

清原地区連合自治会長、社会福祉協議会、清原地区

の小・中・高・大学の各校長、市民有志等で立ち上

げ。居場所＋食支援＋フードバンク＋学習支援＋相

談の機能を地区内に備えていく予定としている。

課題としては「居場所」事業は宇都宮市補助事業で

あるが、年間200万～300万の不足が見込まれるため

寄付・ファンドレイズが必要となる。

多くの方々の理解と資金協力が「かなめ」になる。

SUNSUNプロジェクトに関わるサポーターやボラン

ティアの関わりをどうやっていくか仕掛けづくりを

考えていく。

それぞれの地域ごとに活動はしていくが、宇都宮全

体での取り組みに結びつけ、「居場所」「子ども食

堂」開設の協力体制を整えていくことが、SUNSUN

プロジェクトの成功につながる。

未就学児の託児ニーズ調査(中間)報告が、宇都宮共和

大学 蟹江教授よりあった

山田みやこの活動報告
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子どもSUNSUNプロジェクトに参加




